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松
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要
　
　
目
一
、
緒
言
　
二
、
最
大
畳
原
則
　
（
三
、
合
理
性
原
則
　
四
、
結
論
　
次
第
掲
載
）
l
、
納
　
　
　
　
言
如
何
な
る
範
囲
に
於
て
国
民
経
済
科
堕
は
、
経
済
生
活
が
服
従
し
、
叉
は
服
従
し
得
る
所
の
目
的
設
定
を
取
扱
ふ
可
き
か
の
問
題
は
、
古
く
し
て
、
常
に
新
し
き
問
題
で
あ
る
。
経
験
に
於
て
遭
遇
す
る
所
の
多
方
面
の
目
的
設
定
を
概
念
の
上
に
訝
ら
し
、
そ
し
て
斯
る
目
的
に
向
、
ふ
所
の
事
箕
上
の
行
動
叉
は
計
測
的
な
行
動
の
影
響
を
検
討
す
る
事
は
、
壁
間
的
な
態
度
で
あ
る
。
飼
之
を
越
え
て
、
諸
目
的
を
比
較
封
照
す
る
事
は
可
能
で
あ
る
。
則
ち
、
若
し
多
数
の
目
的
の
交
叉
が
認
識
可
能
で
あ
っ
て
、
論
理
的
序
列
が
明
か
と
な
り
、
従
て
共
通
相
性
が
明
°
か
と
な
れ
ば
、
其
程
度
に
於
て
比
較
封
照
が
出
来
る
筈
で
あ
る
。
文
一
の
方
法
に
て
指
示
し
得
る
〓
妃
の
目
的
の
達
成
を
希
は
し
き
も
の
と
し
て
示
す
事
は
、
（
何
故
に
希
は
し
き
も
の
と
考
へ
ら
る
1
か
に
就
き
て
の
理
論
が
確
定
せ
ら
れ
、
希
は
し
き
事
が
此
理
論
よ
り
の
必
然
的
結
北
と
し
て
謹
明
せ
ら
れ
る
限
り
に
於
て
）
塾
者
の
任
務
で
あ
る
。
然
し
一
の
要
請
を
軍
に
要
請
と
し
て
主
張
し
、
或
は
無
條
件
的
に
、
猫
断
的
・
世
界
観
的
な
、
叉
は
全
く
利
害
関
係
に
囚
は
れ
た
る
決
定
を
行
ふ
様
な
事
が
あ
れ
ば
、
其
れ
は
非
科
塾
的
で
あ
っ
て
、
堕
周
的
態
度
で
は
な
い
。
勿
論
科
挙
的
態
度
と
非
科
堕
的
態
度
と
は
、
只
概
念
的
に
の
み
区
別
さ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
俗
に
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
株
に
、
斯
る
論
理
的
科
堕
的
努
力
は
、
憤
値
に
於
て
非
科
塾
的
態
度
に
勝
れ
て
ゐ
る
も
の
と
云
ふ
事
は
H
来
な
い
。
山
国
の
経
済
政
第
の
領
域
に
於
て
も
、
最
高
原
則
を
見
出
す
事
は
困
雉
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
完
全
性
が
貰
際
に
於
て
到
達
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
限
り
に
於
て
、
経
済
政
策
的
原
則
は
人
間
の
活
動
、
捉
て
画
家
生
活
の
領
域
に
於
け
る
人
間
の
活
動
の
普
遍
安
営
性
を
要
求
す
る
原
W
M
併
と
経
済
則
よ
り
導
き
川
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
品
川
市
寸
は
日
常
同
地
々
同
九
糸
川
劫
に
関
す
る
M
M
川
を
け
池
山
す
。
例
へ
ば
凶
家
出
力
は
同
友
の
安
容
を
増
進
す
べ
き
で
あ
る
と
の
命
題
は
、
常
に
何
人
も
呉
川
川
の
な
い
所
で
あ
ら
う
。
同
時
に
図
氏
の
一
悩
祉
増
治
・
物
質
的
並
に
文
化
的
ば
財
の
増
加
・
岡
際
平
和
へ
の
努
力
の
如
き
を
岡
山
訴
の
任
務
と
し
て
要
求
す
る
人
は
、
込
等
の
諸
要
求
は
各
々
兵
な
っ
て
は
ゐ
る
け
れ
共
、
自
己
の
要
求
の
正
也
で
あ
る
一
引
を
主
以
し
得
る
。
併
し
け
一
定
す
の
要
求
に
於
て
、
諸
日
的
の
序
列
は
明
確
で
は
な
い
。
故
に
一
桂
一
治
政
策
と
一
五
ふ
特
定
領
域
の
上
に
於
て
、
ハ
以
も
抗
日
日
活
的
な
る
日
的
認
定
に
闘
し
て
考
察
す
る
一
れ
は
、
可
能
で
な
い
伐
に
巧
へ
ら
れ
，
る
絞
で
あ
る
。
乍
然
凡
て
の
岡
山
家
政
策
に
取
っ
て
、
何
等
か
の
豆
大
な
る
・
命
題
を
公
川
町
と
し
て
川
示
し
符
な
い
と
一
五
ふ
市
が
正
し
い
と
す
れ
‘.‘. 
ば
、
凶
川
ん
の
経
済
生
前
の
鋭
域
に
於
て
、
よ
り
良
き
結
川
市
に
到
一
巡
す
る
凡
込
は
殆
ん
ど
必
し
な
い
一
お
と
な
る
。
夫
に
も
拘
は
ら
や
通
俗
的
な
れ
消
論
議
に
於
て
の
み
な
ら
宇
、
科
型
的
な
れ
治
的
一
ゐ
分
野
に
於
て
も
、
北
H
渇
J
安
岱
な
る
岡
氏
れ
治
的
日
以
な
る
前
北
を
包
含
す
る
版
な
0
.
H
渇
的
判
断
に
迎
遇
す
る
一
叫
が
度
々
で
あ
る
。
例
へ
ば
或
る
純
一
例
的
援
化
一
え
は
総
出
政
策
的
手
段
が
「
岡
氏
経
消
上
希
は
し
い
」
と
一
五
は
る
L
場
合
、
或
は
租
税
は
出
来
る
丈
「
希
は
し
き
同
氏
粍
-m的
作
川
」
の
生
や
る
訟
に
椛
成
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
云
ふ
絞
な
要
古
川
が
、
財
政
堕
の
分
野
に
於
て
主
以
せ
ら
れ
る
場
合
、
北
ハ
主
以
の
中
に
は
、
国
民
終
的
の
い
礎
化
の
希
は
し
き
主
又
は
希
は
し
か
ら
ざ
る
一
叫
に
閲
し
て
、
L
4
H
越
的
な
判
断
が
可
能
勺
あ
る
と
の
見
解
が
人
泊
ま
れ
て
ゐ
る
舎
で
あ
る
。
若
し
然
ら
宇
と
す
れ
ば
、
斯
る
判
断
は
単
に
主
観
的
な
る
も
の
に
過
ぎ
た
い
と
一
五
ふ
一
平
に
な
る
の
で
あ
る
。
図
民
経
消
墜
を
科
的
一
・
と
し
て
生
宇
る
に
五
ら
し
め
た
る
精
一
仰
史
的
議
肢
を
見
る
時
は
、
}
の
一
品
象
が
凶
氏
一
経
・
凶
上
希
は
し
き
か
、
或
は
希
は
し
か
ら
ざ
る
か
に
閲
す
る
判
断
は
、
普
遍
的
な
文
化
的
繁
栄
え
は
}
岡
氏
の
安
山
?
と
云
ふ
扱
な
見
地
に
見
関
係
な
判
断
可
能
性
が
、
存
在
す
る
と
一
五
ふ
主
よ
り
常
に
誘
.
治
せ
ら
れ
た
も
の
と
一
五
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
期
る
判
断
刀
法
は
、
池
山
川
、
仙
人
に
取
っ
て
は
、
よ
り
大
な
る
財
の
分
ハ
豆
、
ω所
刊
は
よ
p
小
な
る
財
ω分以一旦
ω所
有
三
り
も
よ
り
rG
は
し
く
い
巧
へ
ら
札
る
と
の
初
公
の
巾
に
兆
縦
一
保
乞
凡
出
し
米
っ
た
。
若
し
此
勾
合
、
財
の
分
設
が
悦
似
日
主
と
し
て
、
則
ち
貨
幣
一
山
早
川
悦
ω
一
定
倍
数
と
し
て
巧
へ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
共
仙
人
に
取
っ
て
は
、
斯
る
促
位
を
代
去
す
る
も
の
L
故
大
の
所
有
が
主
裂
で
あ
る
一
事
は
明
白
で
あ
る
。
此
一
事
資
は
、
M.肢
に
}
凶
此
松
一
併
に
取
っ
て
は
、
同
心
一
郊
の
例
性
や
立
川
山
と
は
全
く
無
闘
係
応
、
経
済
的
「
依
他
」
の
故
大
量
ω所
有
が
明
か
に
希
求
せ
ら
れ
る
と
一
五
ふ
事
を
え
認
せ
し
め
る
。
従
て
或
る
一
品
象
一
え
は
方
策
が
凶
川
比
一
紅
一
例
的
に
花
は
し
い
と
の
凡
併
は
、
斯
る
一
品
象
え
は
方
策
が
、
応
分
し
符
る
似
仙
川
一
旦
乞
増
加
す
る
に
治
日
で
あ
る
と
一
五
ta『
ム
立
味
で
あ
る
o
斯
右
目
的
設
定
は
、
)
岡
氏
。
定
め
ろ
所
の
北
他
の
泣
制
的
・
文
化
的
骨
政
市
的
日
間
企
共
に
存
布
ト
ソ
得
る
も
の
で
あ
る
。
凡
て
の
「
純
一
拍
的
な
る
も
の
」
は
、
依
似
の
大
さ
と
し
て
現
は
れ
以
て
「
客
初
性
」
(
。
r
y
r
z
i
s
c
p
蛇
符
し
、
多
方
聞
な
る
悶
家
政
策
の
目
的
設
定
に
奉
仕
す
る
。
此
一
品
質
は
続
出
生
活
は
阜
在
る
手
段
調
廷
の
節
減
の
中
に
て
運
行
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
ひ
、
或
ほ
れ
前
は
目
的
の
魚
の
手
段
調
法
で
あ
る
と
云
び
、
或
は
叉
経
済
の
日
限
従
て
れ
府
政
策
の
日
照
は
単
に
分
ロ
一
旦
の
ム
カ
式
に
泣
か
る
L
も
の
で
あ
っ
て
、
引
一
糸
穴
に
置
か
る
L
も
の
で
は
な
い
と
一
五
ふ
が
如
き
け
ん
仰
と
一
致
す
る
。
此
立
味
に
於
て
財
の
故
大
日
一
足
の
純
一
得
そ
要
求
す
る
所
の
抗
一
れ
政
策
的
原
則
は
、
之
を
「
以
大
口
一
1
.山
川
」
(
忠
良
吉
乙
宮
古
N
ぽ
)
と
一
昨
ぴ
皮
い
と
忠
ふ
。
(
註
)
註
、
比
較
的
に
明
白
な
る
定
芸
は
へ
ラ
シ
デ
ル
が
・
宅
医
し
て
ゐ
る
。
彼
円
料
問
一
政
策
的
問
到
の
円
的
は
{
長
大
の
問
畏
問
但
叉
門
岡
民
肝
震
の
持
得
」
で
あ
り
、
是
に
限
じ
て
、
「
純
経
済
上
の
将
清
一
政
策
」
の
が
然
的
た
主
休
は
、
「
無
制
限
た
る
終
間
指
持
者
」
で
あ
る
、
い
し
た
し
、
戸
ω
・
巴
巾
J
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)
「
金
岡
県
終
所
の
喜
一
九
欲
求
十
ろ
人
々
に
取
っ
て
は
、
1
1
そ
し
て
是
ば
相
次
MZの
経
済
枇
合
と
一
氏
ふ
梼
却
の
前
提
で
も
あ
る
の
で
あ
る
が
ー
!
経
済
政
策
に
於
け
る
其
他
の
目
標
は
、
皐
覚
、
考
へ
る
事
は
出
来
な
い
」
(
p
・p
・
c・-m-
全〉
と
一
去
っ
て
ゐ
る
。
斯
る
思
考
は
、
古
く
は
ケ
ネ
ー
や
チ
ユ
ル
ゴ
l
に
於
て
も
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
え
に
在
つ
て
は
、
経
済
政
策
的
目
標
の
4
公
式
化
か
欠
如
じ
て
お
り
も
其
所
論
は
耳
ら
経
践
的
た
誌
態
に
限
定
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
宮
の
犬
さ
即
も
務
協
の
毎
年
の
生
産
高
が
決
定
的
兎
裂
性
あ
る
も
の
と
し
て
、
到
る
所
に
僻
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
向
功
和
主
義
者
に
於
け
る
最
大
利
用
の
理
論
に
閲
し
て
は
、
p，日
rdap--
ロ
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ω
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・
山
田
位
、
三
氏
語
「
経
済
思
設
と
政
治
的
要
素
」
、
入
コ
一
頁
以
下
参
照
。
十
¥
方
の
川
区
大
HMMm
則
と
若
干
対
立
的
な
も
の
と
し
て
、
合
別
性
原
則
(
河
川
戸
氏
。
E
f
H
T
Eと
と
呼
ば
る
べ
き
原
則
が
あ
る
。
此
原
則
は
利
川
と
波
川
と
が
出
来
る
丈
希
は
し
き
訓
合
に
到
山
十
記
す
る
や
う
に
、
同
氏
経
一
川
上
の
努
力
が
け
以
も
苛
灯
油
的
に
行
は
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
を
一
ぷ
ふ
の
で
あ
る
。
全
国
民
経
済
の
上
に
油
川
せ
ら
る
L
所
の
此
紅
抗
的
一
原
則
を
強
調
す
る
一
引
に
伏
っ
て
、
出
性
的
な
る
純
容
的
性
の
中
に
逃
避
す
る
一
引
が
出
来
、
同
時
に
利
川
と
究
川
と
の
市
な
る
「
比
絞
」
を
狙
ふ
一
引
に
依
っ
て
、
日
的
設
定
に
於
け
乙
笠
質
的
た
る
も
の
よ
り
形
式
的
な
も
の
に
回
避
す
る
引
が
出
米
る
の
で
あ
る
。
、、
経
済
行
待
に
取
り
て
も
、
よ
り
高
度
の
位
入
げ
的
任
務
の
完
途
が
、
い
い
小
中
的
-
決
定
的
な
日
以
で
あ
る
と
の
見
併
の
中
に
、
五
口
等
は
粍
山
政
策
的
原
則
の
可
能
性
を
見
る
一
叫
が
出
来
る
0
.
斯
る
見
仰
は
特
に
故
犬
全
保
則
氏
町
立
的
な
も
の
で
あ
る
。
枕
中
、
同
日
パ
抗
的
上
、
注
成
の
努
経
済
政
誌
の
究
組
原
則
経
管
と
経
済
四
力
に
値
す
る
も
の
は
、
最
大
の
「
図
富
」
(
ぐ
己
宮
豆
島
吉
田
)
で
は
な
く
し
て
、
遮
度
に
限
定
せ
ら
れ
た
る
北
川
越
的
な
る
「
一
附
祉
」
(
巧
。
E
a
g品
)
で
あ
る
と
の
命
題
の
如
き
は
、
特
に
故
大
笠
原
則
に
泣
立
的
で
あ
る
。
乍
然
此
北
川
沼
的
な
る
一
耐
祉
を
基
礎
と
し
て
、
北
仙
沼
的
な
経
済
政
策
的
原
則
を
よ
り
銃
く
、
そ
し
て
包
括
的
概
念
に
依
っ
て
公
式
化
し
上
う
と
す
る
事
は
、
共
れ
は
枇
合
的
な
る
も
の
、
道
徳
的
な
る
も
の
、
文
化
的
な
る
も
の
主
は
何
ぞ
や
し
と
一
五
ふ
多
方
面
な
概
念
に
関
連
す
る
忽
に
不
可
能
な
容
で
あ
ら
う
。
以
下
に
於
て
、
故
大
量
一
原
則
と
合
政
性
原
則
と
を
川
町
一
論
的
に
考
奈
し
よ
う
と
瓜
ふ
。
枇
合
的
要
素
は
H
M
等
前
原
則
を
批
判
的
に
取
扱
ふ
に
岱
っ
て
、
営
然
考
慮
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
0
・
併
前
原
則
の
内
の
何
れ
か
ポ
絡
刈
的
に
池
川
せ
ら
れ
、
凡
て
の
岡
氏
経
済
政
策
に
取
っ
て
、
時
間
と
空
間
と
に
係
は
り
な
く
、
究
倒
的
目
的
又
は
故
一
向
指
導
原
理
と
な
る
べ
き
か
の
問
題
が
捉
起
せ
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
か
?
此
黙
に
就
き
検
討
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
若
し
前
一
原
則
共
に
絶
討
的
に
は
池
川
し
符
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
一
山
原
則
の
内
の
何
れ
に
越
川
の
諸
依
件
が
、
経
験
上
、
円
以
も
)
般
的
に
岱
絞
る
か
に
就
き
、
決
定
す
る
試
み
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
宇
、
止
ハ
お
に
は
特
に
斯
る
依
件
の
確
定
が
必
要
で
あ
る
。
結
局
に
於
て
、
雨
原
則
中
の
何
れ
か
}
を
修
正
す
る
一
引
に
依
り
、
又
は
雨
原
則
を
綜
合
す
る
一
山
引
に
伏
り
、
少
く
共
資
際
上
包
括
的
な
泊
別
に
閲
す
る
公
式
を
見
出
し
得
る
で
あ
ら
う
。
一
一
、
貝
取
大
-~~ .m 
原
員リ
故
大
草
原
則
に
依
れ
ば
、
財
の
供
姶
H
瓦
の
増
加
は
喜
ば
し
き
も
の
で
あ
り
、
財
の
供
給
金
増
加
の
可
能
性
の
上
昇
す
る
桜
な
経
消
政
策
的
方
策
は
「
希
は
し
い
」
一
と
考
へ
ら
れ
る
。
此
意
義
に
於
て
、
な
べ
て
「
図
作
川
」
の
増
加
は
好
力
に
似
し
、
汁
一
ハ
・
減
少
は
努
力
に
他
し
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
此
判
断
は
、
「
経
一
例
的
」
見
地
の
み
よ
り
し
て
E
し
い
も
の
で
あ
る
と
の
制
限
を
叉
く
可
き
で
あ
る
。
本
・
制
に
於
て
は
「
経
済
的
」
と
云
ふ
事
が
目
以
と
せ
ら
る
L
の
で
あ
る
か
ら
、
此
制
限
に
就
τは
考
れ
す
る
必
要
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
乍
然
、
経
一
判
的
目
的
設
定
と
非
経
消
的
目
的
設
定
と
が
あ
っ
て
、
判
断
は
経
抗
的
目
的
設
定
に
就
て
の
み
行
は
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
場
合
、
二
つ
の
目
的
設
定
の
御
念
的
明
確
性
と
封
伎
と
が
企
て
ら
れ
な
い
限
り
、
希
は
し
き
や
否
や
の
判
断
は
、
凡
て
の
立
義
を
犬
ふ
事
に
な
る
。
斯
る
解
明
を
汲
め
快
加
す
る
桜
な
素
朴
的
な
る
、
ハ
以
大
笠
原
則
の
定
義
は
、
明
確
な
概
念
的
区
別
を
要
求
す
る
正
確
な
る
定
義
と
は
云
ぴ
符
な
い
。
故
に
五
日
等
は
、
枇
〈
目
的
生
一
庄
物
な
る
概
念
を
川
ひ
℃
、
以
て
詰
泌
す
べ
き
封
加
を
切
か
に
し
、
精
筏
な
分
訴
的
論
議
に
必
要
な
る
定
義
を
考
え
た
い
。
枇
人
目
的
生
注
物
な
る
概
念
は
、
円
以
初
に
主
州
以
降
一
'
派
に
於
て
考
え
ら
れ
一
た
も
の
で
あ
る
が
、
(
詑
i
)
社
人
目
的
生
存
一
物
と
は
、
所
m(の
期
間
内
に
於
て
、
)
国
民
に
依
っ
て
生
白
せ
ら
れ
、
共
需
要
を
充
足
す
る
所
の
凡
て
の
財
の
総
量
を
一
五
ふ
。
従
て
出
来
る
丈
大
な
る
分
量
の
枇
合
的
生
一
応
物
と
云
ふ
要
求
は
‘
出
来
る
丈
包
括
的
な
る
需
要
l
l此
需
要
が
枇
合
的
生
産
物
の
椛
成
部
分
に
向
け
ち
る
L
限
り
i
iの
充
足
が
希
は
し
い
も
の
で
あ
る
事
を
容
認
し
て
ゐ
る
事
に
な
る
o
(
詮
2
)
詰
し
ケ
ネ
1
の
「
経
凶
表
」
は
、
図
民
の
富
ω
年
一
件
生
産
公
oug合口氏
S
E
S
o
-
-と
が
種
々
の
陪
級
の
間
た
流
通
し
て
次
年
度
の
再
生
産
に
役
立
つ
迄
の
循
或
泊
程
た
解
明
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
へ
増
井
事
雄
、
戸
田
五
段
語
、
持
政
文
庫
版
、
四
五
頁
以
下
)
此
庭
に
所
抽
出
年
再
生
産
は
社
曾
的
生
産
物
と
必
ず
し
も
同
一
と
は
一
五
ひ
得
な
い
け
れ
共
、
今
日
の
観
念
か
以
て
経
済
表
た
分
訴
す
る
時
は
、
ヶ
ネ
l
の
解
明
す
る
所
は
、
明
ら
か
に
社
合
的
生
産
物
が
程
々
の
階
級
の
問
に
分
配
さ
る
、
廼
程
で
あ
る
。
詰
つ
い
図
民
川
町
凶
的
な
判
断
俳
成
の
局
。
…
品
一
段
と
し
て
極
め
て
主
要
は
る
一
世
曾
的
生
産
物
と
一
五
ふ
ほ
怠
は
、
大
必
る
合
蓄
た
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
ヘ
ば
銀
行
業
又
は
貿
易
業
の
図
民
経
済
的
主
要
性
た
明
か
に
せ
ん
と
す
る
場
合
、
-A与の
企
業
の
紅
白
的
生
産
物
へ
の
分
前
島
決
定
す
る
事
に
依
っ
て
、
需
要
に
考
ぼ
た
挑
ふ
事
な
く
し
て
、
図
民
経
済
に
到
す
る
共
一
般
的
功
献
た
明
か
じ
す
る
事
が
出
来
る
。
社
曾
的
生
産
物
は
此
功
献
に
依
っ
て
増
加
し
た
る
も
の
と
見
ら
れ
得
る
と
の
詮
明
の
可
能
性
大
な
れ
ば
大
な
る
程
、
各
種
企
業
の
図
民
経
済
的
重
要
性
に
闘
す
る
判
断
は
、
よ
り
受
賞
な
も
の
と
な
る
。
印
刷
る
判
断
の
中
一
い
は
、
既
ι最
大
量
原
則
が
合
ま
れ
て
ゐ
る
事
と
な
る
の
仇
に
あ
る
。
向
社
合
的
生
産
物
な
る
概
念
が
図
民
所
得
な
る
概
念
と
表
裏
た
な
す
事
に
就
て
は
、
日
本
統
計
出
合
編
「
図
民
所
得
と
そ
の
分
布
」
所
哉
、
宗
蕗
主
三
氏
「
図
民
所
得
の
蹴
念
」
参
照
。
枇
八
目
的
生
産
物
の
概
念
に
於
τは
、
財
を
経
一
例
的
な
悦
仙
の
大
さ
と
見
る
…
山
一
ー
よ
り
し
て
、
抗
言
す
れ
ば
需
要
充
込
の
待
に
財
を
い
随
分
す
る
に
岱
つ
τの
主
要
性
に
従
っ
て
大
さ
を
決
定
す
る
主
に
依
り
、
財
の
全
胞
を
単
な
る
分
主
と
し
て
考
察
す
る
可
能
性
が
生
や
る
。
弘
池
の
説
'
明
方
法
に
依
れ
ば
、
社
合
的
生
産
物
は
同
位
類
の
菓
子
の
大
さ
卜
l
此
配
分
に
凶
っ
て
所
得
は
成
り
立
つ
ー
ー
で
あ
る
と
し
て
比
喰
的
に
解
明
せ
ら
れ
τゐ
る
が
、
治
山
V
凶
な
説
明
方
法
で
あ
る
。
蓋
州
々
の
財
の
需
要
充
足
の
待
の
重
要
性
は
何
時
も
不
変
で
あ
る
と
仮
定
し
、
財
の
分
円
一
旦
は
技
術
的
意
義
に
於
τ増
減
す
る
一
引
が
尖
示
せ
ら
れ
℃
ゐ
る
。
此
叫
ん
M
M
的
生
庄
物
の
各
部
分
の
大
さ
は
、
通
常
の
見
解
に
依
れ
ば
、
市
場
似
格
に
依
っ
て
定
ま
る
。
.
右
ω践
に
公
式
化
せ
ら
れ
た
る
故
大
主
原
則
が
、
如
何
な
る
考
応
に
凶
っ
て
、
人
山
川
の
活
動
に
到
す
る
背
越
的
原
則
の
地
位
迄
引
上
げ
ら
経
済
政
策
の
詑
極
原
則
五
'J 
む
と
経
済
--L /、
れ
得
る
や
を
明
か
す
る
に
は
、
詳
細
な
る
検
討
を
必
要
と
し
な
い
。
抑
々
円
以
犬
門
下
原
則
は
、
人
間
の
欲
的
正
の
何
限
性
今
北
九
礎
と
し
て
是
認
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
此
人
間
の
欲
、
笠
の
無
限
性
は
、
周
知
の
如
く
、
財
の
稀
ゆ
性
た
る
概
念
を
通
じ
て
、
現
代
経
済
阜
の
椛
成
的
要
素
に
迄
引
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
例
人
の
欲
望
が
無
限
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
図
民
経
済
に
取
っ
て
、
例
人
の
欲
望
日
れ
決
定
的
意
義
を
有
す
る
限
り
、
そ
し
て
欲
望
の
充
足
が
生
活
目
的
と
し
て
是
認
せ
ち
る
L
限
り
は
、
悶
民
経
済
に
関
し
で
も
亦
同
じ
命
題
が
付
限
る
舎
で
あ
る
。
此
事
資
を
某
礎
と
し
て
考
え
る
時
は
、
需
要
と
一
五
人
一
概
念
の
み
を
充
分
に
灰
〈
併
し
、
特
に
同
家
の
終
究
支
出
に
困
ろ
需
要
bq-
合
め
て
の
金
需
要
を
考
え
る
場
合
、
紅
合
的
生
岸
一
物
の
最
大
円
一
旦
な
る
原
則
は
、
少
〈
ル
ム
ペ
唱
一
H
一
際
上
北
川
渇
的
泊
用
性
占
蛇
行
す
る
も
の
L
如
く
で
あ
る
。
持
活
的
越
川
彰
一
要
求
す
る
所
の
最
大
丑
原
則
の
是
認
せ
ら
る
べ
き
も
う
一
つ
の
根
挟
は
、
社
合
的
生
青
物
の
概
人
心
の
中
に
生
ム
ァ
る
「
介
円
一
旦
化
」
と
一
五
ふ
事
の
中
に
、
見
出
す
事
が
山
川
来
る
。
既
に
述
べ
た
校
に
、
此
八
刀
円
五
化
は
例
々
の
需
要
の
一
一
一
訟
は
の
松
栄
ケ
一
立
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
従
て
最
大
八
刀
去
の
希
ほ
し
き
ゃ
否
や
の
判
，
附
は
、
例
人
一
え
は
同
友
の
一
定
需
要
の
充
足
に
関
係
す
る
吋
附
よ
り
も
、
よ
り
ル
サ
温
的
な
る
越
川
を
要
求
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
氾
考
仁
川
付
る
凡
て
の
欲
的
正
の
内
容
れ
斯
る
分
丑
化
の
行
は
れ
得
る
も
の
た
る
限
り
、
そ
し
て
凡
て
の
市
要
の
目
的
物
が
杭
合
的
生
洋
一
物
の
椛
岐
部
分
た
る
限
り
、
H
M
大
nM.原
則
は
伶
珂
的
・
政
治
的
e
夕
、
化
的
見
地
に
討
し
て
は
、
申
立
的
た
る
む
の
と
し
て
姿
を
現
は
し
、
此
立
誌
に
於
て
「
存
問
的
」
た
も
の
と
し
て
現
ば
れ
る
。
杭
八
円
的
生
荷
物
な
る
'
川
叫
念
は
、
「
拍
余
的
分
円
一
色
の
性
質
、
換
弓
一
目
す
れ
ば
ゴ
ツ
ト
ル
の
所
前
同
じ
弐
一
五
の
住
民
主
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
同
・
4
『・の
ο同
門
ア
ロ
広
三
吋
門
的
の
ど
同
門
}
{
内
}
H
O
巴
宮
内
三
円
。
P
S
Nい
)
最
大
笠
原
則
の
治
別
館
回
を
研
究
す
る
に
岱
り
、
此
原
則
沢
絶
対
的
に
泡
川
せ
ら
れ
得
る
も
の
と
見
ら
れ
符
ち
ゃ
、
又
は
何
浮
か
の
傑
件
¥
¥
 
の
下
に
越
川
せ
ら
れ
得
る
も
の
と
見
ら
れ
作
る
や
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
述
の
如
く
、
此
原
則
の
形
式
は
分
八
史
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
内
容
に
於
て
向
資
質
的
な
も
の
を
合
む
の
で
あ
っ
て
、
五
日
等
の
立
川
心
の
内
容
が
全
土
布
は
し
き
も
の
な
り
や
否
や
は
立
設
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
従
て
需
要
の
充
足
は
皐
克
希
は
し
き
も
の
で
あ
る
と
一
五
ふ
事
が
専
問
的
に
尚
北
せ
ら
れ
て
ゐ
る
一
引
に
な
る
。
斯
る
品
川
叫
が
白
か
れ
て
ゐ
る
事
は
、
資
際
に
於
て
班
論
上
著
し
く
主
要
な
事
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
此
前
出
向
に
依
っ
て
、
原
則
hm
結
目
的
な
も
の
と
は
一
五
ふ
を
符
た
い
草
と
た
る
か
ら
で
お
る
。
門
医
大
量
の
需
要
充
足
と
云
ふ
目
的
設
定
に
凶
っ
て
境
界
を
示
さ
れ
た
る
原
則
の
諮
問
に
や
川
り
、
児
に
最
大
円
五
の
杭
合
的
生
布
一
物
と
一
五
ふ
要
求
の
安
官
性
に
釘
し
て
、
特
別
な
る
前
提
が
定
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
先
づ
主
要
在
市
は
、
人
間
の
欲
望
の
H
的
物
と
し
て
の
社
合
的
生
応
物
の
概
念
の
限
界
と
特
性
と
を
お
示
す
る
事
で
あ
る
。
弘
通
の
意
義
に
於
て
は
、
社
合
的
生
出
物
は
共
体
的
に
限
定
せ
ら
れ
た
る
目
的
物
の
な
義
に
於
け
る
財
を
内
容
と
し
、
人
間
の
需
要
の
充
足
は
此
目
的
物
の
応
分
に
依
っ
て
行
は
る
L
も
の
で
あ
り
、
従
τ杭
合
的
生
点
物
は
所
副
総
消
財
よ
り
成
る
。
故
に
杭
合
的
生
産
物
は
、
結
局
、
図
以
ん
経
一
怖
に
於
て
也
接
又
は
間
接
に
(
貿
易
に
凶
っ
て
)
、
生
産
せ
ら
れ
、
治
廷
に
供
せ
ら
る
も
市
財
と
別
役
の
全
体
で
あ
る
。
若
し
斯
る
財
似
て
社
合
的
生
産
物
の
砕
成
部
分
の
い
応
分
に
依
っ
て
充
足
せ
ら
る
L
凡
て
の
需
要
を
「
具
体
的
需
要
」
(rsrzg
凶
作
主
ユ
己
的
)
と
名
付
け
る
と
す
れ
ば
、
枇
合
的
生
産
物
は
人
問
。
共
休
的
需
要
の
全
体
に
役
立
つ
と
一
五
ふ
事
が
出
米
る
。
同
時
に
此
共
休
的
需
要
の
外
に
、
非
共
休
的
な
る
.
中
川
辺
、
(
ロ
一
の
宮
庁
。
ロ
r
z
g∞
岡
山
同
会
三
五
回
)
従
て
北
ハ
充
込
が
「
財
」
の
応
分
に
伏
作
し
な
い
所
の
需
要
が
存
し
、
此
胞
の
需
要
は
枇
合
的
生
応
物
に
伏
つ
て
は
充
足
せ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
此
非
共
休
的
需
要
は
侃
…
似
せ
ら
れ
で
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
(
詰
)
誌
、
五
円
等
の
所
詔
具
体
的
需
裂
は
通
常
「
物
程
的
」
(
呂
田
FOHF05
需
要
戸
。
・
〈
-
P
5
3
t
2
F
=
s
s・門戸・
3
]
E
R
r
-
2
6
5
E
P
A
-
〉戸『一
-rg-w
∞-
M
『・二】
2
・
〉
ロ
E
・
3
又
は
「
外
的
」
守
口
出
凶
2
〉
一
市
要
(
戸
出
・
2
・
4
・
口
2
5
2♂
2
S広
三
吉
田
ng「己主戸内
d
E
0
2
5
r
g
m
o
p
ω
・〉ロロ・・
3
N
f
ω
・
二
町
・
二
州
一
に
共
後
ω
多
く
の
若
書
参
同
)
と
栴
せ
ら
る
、
も
の
に
近
似
す
る
も
、
英
詞
立
は
怠
た
る
「
鼠
怠
的
」
「
内
的
」
(
E
Z戸
内
子
宮
口
2
)
¥
需
要
は
、
既
念
た
混
乱
せ
し
め
る
。
此
庭
に
考
え
ら
れ
た
る
誌
訴
に
於
け
る
経
済
的
た
る
も
の
は
、
屡
々
限
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
与
は
明
白
で
あ
る
が
、
経
済
政
策
的
出
問
題
の
取
扱
に
於
て
は
、
コ
単
な
る
経
済
的
」
又
は
「
…
単
な
る
図
民
経
済
的
」
見
地
合
言
。
岡
山
3
三ユ
R
Z呂町
n
7
8
3
。
p
z
o明凶
g
g
一三三同
Z
Z
E
E
H
B
=
ω
Z
E
ヨD
W
C
な
ゐ
語
は
、
「
翫
怠
的
」
「
内
的
」
な
る
語
と
鈎
立
す
る
意
義
に
佐
川
せ
ら
れ
て
ゐ
ゐ
。
「
非
具
体
的
」
な
る
概
念
は
‘
此
伝
版
た
防
止
す
る
で
あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
此
庭
L
断
詰
「
非
具
体
的
」
な
ゐ
蹴
芯
は
「
程
一
泊
的
」
「
困
民
経
済
的
」
な
る
概
念
と
鈎
立
的
な
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
吾
等
の
問
題
抗
起
に
取
っ
て
は
、
需
要
概
念
を
明
か
に
し
て
泣
く
必
要
が
あ
る
。
文
化
科
率
的
考
察
方
法
に
於
τは
‘
需
要
概
念
は
主
税
的
に
把
握
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
半
は
勿
論
で
あ
っ
て
、
弘
辿
ω主
制
的
な
る
蹴
台
規
定
に
依
れ
ば
、
主
市
山
立
と
は
}
の
欠
乏
と
、
此
欠
之
を
止
効
せ
ん
と
す
る
努
力
と
を
結
合
し
た
泌
先
乞
一
五
ふ
。
斯
る
万
訟
に
依
っ
て
、
)
の
心
迎
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
怠
払
の
内
容
を
示
す
所
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
結
合
せ
ら
れ
τゐ
る
事
に
な
る
Q
心
別
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
人
を
訣
ら
し
め
る
も
の
が
あ
る
Q
何
と
な
れ
ば
円
以
も
狭
義
に
於
付
る
紅
耐
の
総
出
に
於
τ、
欠
之
の
欣
態
を
止
効
し
よ
う
と
好
力
ず
る
所
ω主
体
ω
門
に
は
、
仙
人
ω
心
制
的
必
M
M
乞
基
礎
と
し
な
い
所
程
街
政
誌
の
究
極
限
則
七
怒
管
と
程
調
i¥ 
の
欲
望
そ
行
ず
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
岡
山
ポ
又
は
公
共
同
休
の
同
防
や
枇
合
政
策
の
筑
域
に
於
け
る
北
九
同
需
要
は
別
ち
H
一止で
あ
る
。
若
し
閤
家
又
は
公
共
同
休
が
貧
困
者
の
震
の
生
活
資
料
に
到
す
る
需
要
を
感
知
す
る
時
は
、
即
ち
兵
休
的
需
要
に
関
係
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
場
合
此
生
活
資
料
に
到
す
る
需
要
を
有
す
る
者
が
欠
之
山
内
ん
を
有
す
る
と
否
と
は
問
ふ
所
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
従
て
.
中
川
市
民
と
は
目
的
物
の
底
分
に
封
ず
る
欲
求
又
は
或
mm
態
の
達
成
に
釘
す
る
欲
求
を
生
ぜ
し
め
る
心
意
で
あ
る
。
従
て
吾
等
は
需
要
の
仰
人
心
m的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
図
民
経
済
的
に
論
議
す
る
震
に
、
需
要
概
念
を
民
く
併
し
上
う
と
忠
ふ
。
(
詮
〉
註
、
共
性
質
上
、
個
人
の
需
要
心
理
在
経
済
理
論
の
出
琵
姑
と
し
て
選
時
ず
る
事
は
、
館
前
理
論
に
一
の
恋
意
的
要
素
た
加
へ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
此
怒
意
的
要
素
は
古
典
堕
仮
に
於
て
は
、
見
出
さ
れ
な
い
。
個
人
は
需
要
心
理
的
に
は
、
何
れ
か
と
一
五
へ
ば
、
自
然
的
に
決
定
し
た
る
完
全
な
需
要
段
階
た
許
容
せ
ら
る
弘
宵
体
と
し
て
考
え
ら
る
h
よ
り
も
、
寧
ろ
全
々
白
紙
と
し
て
考
え
ら
る
べ
一
ぎ
で
あ
ら
う
。
需
要
概
念
を
外
部
的
な
生
活
欣
態
に
討
す
る
欲
求
に
、
限
定
せ
宇
し
て
、
宇
ろ
前
以
て
肉
体
的
需
要
と
精
神
的
需
要
と
に
医
別
し
、
精
神
的
需
要
の
内
に
、
精
神
的
な
欣
態
例
へ
ば
白
山
リ
へ
は
椛
勢
に
討
す
る
需
要
を
句
合
せ
し
め
る
時
は
、
支
配
的
見
解
に
合
致
す
る
で
あ
ら
う
Q
併
し
前
述
の
具
体
的
需
要
・
非
具
体
的
需
要
な
る
分
類
は
、
…
肉
休
的
需
要
・
精
神
的
需
要
な
る
分
類
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
く
、
又
物
質
的
需
要
・
非
物
質
的
濡
要
な
る
分
類
と
も
)
致
す
る
も
の
で
も
な
い
Q
又
伶
級
需
要
・
高
級
需
要
な
る
分
類
に
も
)
致
し
な
い
。
具
体
的
需
要
は
芸
術
品
の
応
分
F
と
一
五
ふ
一
引
に
も
向
け
ら
れ
得
る
。
l
l例
人
が
忍
術
品
を
白
己
の
も
の
に
す
る
矯
に
獲
得
す
る
と
、
又
は
入
場
料
の
支
梯
に
凶
っ
て
暫
時
之
を
亨
城
市
す
る
と
、
或
は
岡
山
訴
が
)
般
民
-
米
に
到
し
美
術
的
亨
梁
を
可
能
な
ら
し
め
る
震
に
認
術
品
を
獲
得
す
る
と
は
之
を
問
は
な
い
。
同
様
に
宗
教
的
需
要
も
亦
、
北
ハ
充
込
が
な
築
物
の
存
在
又
は
路
拝
の
目
的
物
の
調
達
に
依
存
す
る
限
り
、
兵
休
的
一
需
要
と
な
り
得
る
。
最
大
量
原
則
と
は
、
同
氏
経
消
に
於
て
、
凡
休
的
需
要
充
足
子
段
の
出
来
る
丈
た
な
る
分
円
一
旦
を
底
辺
し
得
る
様
に
、
活
動
の
行
は
る
べ
き
事
を
意
味
す
る
。
需
要
の
決
定
を
行
ふ
凡
て
の
主
体
を
注
目
し
、
そ
し
て
民
汎
に
し
て
背
沼
的
な
る
需
要
概
念
。
↓
門
容
を
考
え
て
見
れ
ば
、
「
非
具
体
的
」
需
要
の
分
野
は
極
め
て
限
定
せ
ら
れ
て
沿
り
、
従
て
前
川
仙
の
如
く
情
律
せ
ら
れ
た
る
故
大
笠
原
則
の
池
川
せ
ら
る
L
範
同
は
、
相
応
に
成
汎
な
も
の
で
あ
る
。
財
の
庖
八
刀
に
依
存
し
な
い
所
の
、
外
部
的
又
は
内
部
的
な
る
生
活
mm
態
の
注
成
を
目
的
と
す
る
.
需
要
は
、
之
を
非
具
休
的
需
要
と
稲
ず
る
。
共
資
例
と
し
て
、
純
然
た
る
恨
想
・
封
談
・
・
簡
単
な
る
遊
戯
や
運
動
・
容
易
に
行
は
れ
得
る
自
然
の
亨
楽
に
到
す
る
需
要
が
事
げ
ら
れ
得
る
。
岡
氏
。
人
内
的
改
苫
に
吋
ず
る
欲
求
も
亦
、
北
九
遂
行
が
取
に
程
族
の
選
搾
に
依
っ
て
保
障
せ
ら
る
L
限
り
、
非
具
体
的
需
要
に
局
す
る
。
命
需
要
充
足
の
翁
の
具
体
的
前
抗
が
、
非
具
体
的
前
お
に
比
し
て
主
要
性
小
で
あ
っ
て
、
此
待
に
寅
際
に
於
て
、
非
具
体
的
需
要
の
内
に
入
れ
ら
れ
得
る
一
引
が
あ
る
。
例
へ
ば
専
ら
祈
総
書
に
依
っ
て
宗
教
的
敦
化
の
行
は
る
L
場
合
に
於
て
は
、
北
ハ
新
一
隠
宍
は
頻
繁
に
利
川
せ
ら
る
L
け
れ
允
八
、
此
場
合
、
時
間
的
要
求
心
げ
外
部
的
手
段
に
討
す
る
要
求
よ
り
も
、
主
要
性
大
と
が
勺
え
ら
れ
る
か
ら
、
非
共
休
的
需
要
と
一
五
ふ
取
が
出
米
る
。
(
詰
〉
誌
、
一
山
一
典
大
来
の
弘
通
の
以
故
に
在
つ
て
は
、
比
医
に
所
泊
非
九
休
的
一
市
民
は
特
に
明
般
に
川
分
せ
ら
れ
な
い
か
、
又
は
「
純
内
的
需
要
」
「
純
精
神
的
i
一石川民」ハ・
2
2
古ヨ江戸門
Z
E
-
-
W
3
2
Y
可
口
主
将
宮
コ
)
等
の
名
た
以
て
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。
期
る
需
要
は
経
済
生
活
に
取
っ
て
は
荒
要
性
な
ぎ
も
の
と
せ
ら
れ
、
叉
経
済
理
論
に
取
っ
て
も
償
伯
な
き
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
(
内
・
ロ
wz・
4
5
0同目安門
Z
Z旦一
0
5
5
s
g
s
-
o
F
E
E
-
S
H
m
u
m
-
ω
む
マ
イ
エ
ル
は
「
経
済
的
な
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た
手
段
の
分
量
の
欠
乏
と
一
式
ふ
い
品
川
リ
成
寺
前
提
に
依
っ
て
定
め
よ
う
と
し
て
ゐ
る
o
(
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)
乍
然
岡
県
の
扶
乏
は
、
本
稿
に
炉
、
て
後
に
取
扱
ふ
べ
き
、
非
具
体
的
伝
裂
と
具
体
的
出
裂
と
の
衝
突
よ
り
生
ず
る
主
観
的
一
政
乏
則
ち
封
切
供
給
の
相
問
的
目
的
乏
で
あ
る
。
非
具
体
的
需
要
た
考
慮
す
る
時
は
、
具
体
的
需
要
は
無
限
に
興
ヘ
ら
る
h
も
の
と
一
疋
ふ
お
得
な
い
。
地
〈
太
利
睦
仮
に
於
け
る
需
要
理
論
並
に
カ
ツ
セ
ル
や
ウ
エ
1
パ
1
に
於
け
る
畝
乏
の
概
念
は
、
大
体
に
於
て
、
図
民
経
済
理
論
た
自
然
科
一
明
的
基
礎
付
け
に
因
っ
て
、
客
観
化
せ
ん
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
川
以
た
n
E
ば
川
の
油
川
純
凶
の
決
定
に
沿
り
、
非
具
体
的
需
要
が
主
要
性
を
有
す
る
の
は
、
故
大
円
一
旦
原
則
に
従
っ
て
行
は
る
L
活
動
が
非
共
休
的
需
要
の
充
%
を
妨
山
中
山
し
、
北
ハ
川
和
川
市
、
具
体
的
需
要
と
非
具
体
的
需
要
と
の
向
突
の
生
や
る
限
り
に
於
て
の
み
で
あ
る
o
斯
る
街
突
の
生
、
千
る
場
合
に
於
て
は
、
筒
突
し
た
る
需
要
。
何
れ
が
充
足
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
か
に
関
す
る
判
断
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
此
判
断
が
必
要
と
な
る
と
云
ふ
事
は
、
回
世
・
党
、
最
大
量
の
社
合
的
生
産
物
と
一
五
ふ
原
則
に
伏
て
活
動
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
可
能
性
の
存
す
る
事
を
意
味
す
る
。
従
て
故
大
笠
原
則
は
北
九
池
川
の
制
限
を
受
け
、
此
原
則
は
、
非
具
体
的
需
要
。
充
足
せ
ら
れ
な
い
限
り
に
於
て
の
み
渇
川
せ
ら
れ
得
る
事
と
な
る
。
故
に
故
大
量
以
川
の
震
際
的
立
義
に
取
っ
て
は
、
具
体
的
需
要
と
非
具
体
的
需
要
の
街
突
が
生
や
る
や
、
又
如
何
た
る
程
度
に
於
て
生
や
る
や
を
明
か
に
す
る
主
が
主
要
で
あ
る
。
特
に
斯
の
何
突
が
枇
合
的
生
花
物
の
生
産
を
目
的
と
す
る
凡
て
の
活
動
に
規
則
的
に
作
ふ
所
の
現
袋
な
り
や
否
や
を
明
か
に
す
る
事
が
市
A
市
要
で
あ
る
。
若
し
凡
て
の
非
共
休
的
(
非
経
抗
的
)
需
要
の
拾
粂
を
な
し
、
そ
し
て
経
山
政
策
的
原
則
が
経
済
の
領
域
に
対
し
て
の
み
営
政
り
、
経
済
の
経
済
政
策
の
究
極
原
則
1L 
、
， 
経
管
と
経
済
O 
領
域
に
於
て
経
済
政
策
的
原
則
が
無
制
限
に
支
配
す
る
も
の
と
し
て
論
じ
得
る
も
の
と
す
れ
ば
、
共
休
的
需
要
・
非
具
体
的
需
要
の
分
類
は
、
最
も
有
川
の
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
斯
く
論
じ
得
な
い
も
の
で
あ
ら
う
か
?
不
幸
に
し
て
結
論
は
否
定
的
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
第
一
に
此
賄
に
於
て
と
そ
、
'
最
大
量
原
則
の
旭
川
範
回
は
検
討
せ
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
第
二
に
吾
等
の
意
義
に
於
け
る
経
済
の
領
域
は
、
斯
る
方
法
を
以
て
分
離
し
得
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
経
消
の
領
域
が
分
離
し
得
な
い
の
は
、
蓋
具
体
的
需
要
の
充
足
は
、
非
具
体
的
一
需
要
の
充
足
に
全
々
備
れ
る
事
な
く
し
て
は
、
行
は
れ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
雨
需
要
の
充
足
の
按
備
は
、
特
に
一
則
需
要
の
筒
突
す
る
尖
の
ご
つ
の
場
合
に
考
え
ら
れ
る
。
)
は
m
労
働
時
間
に
囚
っ
て
制
約
せ
ら
る
L
所
の
街
突
、
抗
一
目
す
れ
ば
具
体
的
一
需
要
の
充
足
が
労
働
時
間
を
必
要
と
す
る
事
に
依
っ
て
、
非
具
体
的
需
要
に
接
備
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
は
労
働
の
限
類
に
凶
っ
て
制
約
せ
ら
る
L
所
の
街
突
、
換
一
目
す
れ
ば
必
要
と
す
る
労
働
の
種
類
に
依
っ
て
、
非
共
体
的
需
要
の
充
足
を
も
捻
添
へ
に
す
る
場
合
で
あ
る
。
同
時
に
注
目
す
べ
き
相
場
合
は
、
具
体
的
需
要
の
充
足
共
自
ら
が
時
間
を
必
要
と
し
、
此
限
り
に
於
て
非
具
体
的
一
需
要
の
充
足
に
於
け
る
時
間
的
需
要
と
街
突
す
る
場
合
込
で
あ
る
。
然
し
此
場
合
は
賓
際
的
な
主
要
性
を
有
し
な
い
か
ら
、
以
下
に
於
て
は
不
問
に
附
す
る
事
が
出
来
る
。
命
具
体
的
需
要
と
非
共
体
的
知
要
と
は
、
需
要
の
許
仮
に
依
る
区
別
で
は
な
く
、
従
て
物
質
的
需
要
・
精
紳
的
需
要
、
又
は
仙
人
的
需
要
・
枇
合
的
一
需
要
と
一
五
ふ
絞
な
区
分
と
は
全
く
関
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
事
を
知
っ
て
泣
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
故
に
具
体
的
需
要
と
非
共
体
的
需
要
の
街
突
す
る
場
合
、
何
れ
を
俊
光
せ
し
む
べ
き
か
は
、
他
の
見
地
の
み
よ
り
決
定
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
o
，
.
凡
て
の
需
要
充
足
は
、
孤
立
的
に
行
は
る
L
と
、
或
は
他
の
需
要
充
足
と
結
合
し
て
行
は
る
L
と
、
或
は
需
要
充
足
手
段
の
生
産
を
目
的
と
す
る
活
動
と
同
時
的
に
行
は
る
L
と
を
問
は
歩
、
多
か
れ
少
か
れ
時
間
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
非
共
休
的
な
る
需
要
充
足
が
、
例
へ
ば
思
索
の
震
の
徐
暇
・
宗
欲
的
慰
籍
・
自
然
の
亨
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
に
依
る
身
体
の
鍛
錬
等
の
如
く
、
専
ら
時
間
を
前
提
と
す
る
限
り
に
於
て
、
そ
し
τ斯
る
非
具
体
的
需
要
が
よ
り
主
要
に
見
え
る
限
り
に
於
て
、
労
働
時
前
の
)
部
は
此
忽
に
削
減
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
や
J
、
此
故
に
具
体
的
需
要
の
背
子
は
犠
牲
に
供
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
斯
く
の
如
き
雨
需
要
。
街
突
の
設
も
主
要
な
る
場
合
は
、
一
般
的
労
働
時
間
の
協
定
に
関
す
る
争
議
l
l此
争
議
が
民
義
の
除
暇
の
獲
得
に
役
立
つ
限
り
l
lの
場
合
で
あ
る
Q
若
し
労
働
時
間
の
削
減
が
社
合
的
生
産
物
の
減
少
従
て
同
氏
経
済
に
於
け
る
具
体
的
需
要
の
充
足
の
低
下
を
鷲
ら
す
事
が
自
党
せ
ら
れ
、
之
が
遂
行
せ
ら
る
L
時
は
、
非
共
休
的
需
要
の
充
足
の
伐
に
具
体
的
需
要
の
充
足
が
犠
牲
に
供
せ
ら
る
L
事
と
な
る
。
(
詰
〉
誌
、
非
具
体
的
要
需
の
充
足
の
自
に
、
具
は
的
需
要
の
充
足
が
駁
性
主
た
る
設
な
行
局
は
、
具
伏
J
的
需
要
の
充
足
の
最
大
量
在
官
現
す
る
も
の
で
は
無
い
け
れ
共
、
需
要
充
足
の
最
大
量
な
る
見
地
上
り
す
れ
ば
、
信
令
「
経
済
外
的
」
な
見
方
よ
り
し
て
や
は
あ
る
が
、
包
め
て
合
理
的
で
あ
る
と
一
試
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
非
具
体
的
需
要
な
る
概
念
は
、
非
経
済
的
な
見
地
と
問
民
経
済
理
論
と
た
沼
渇
す
る
可
慢
性
ル
生
ぜ
し
め
る
。
社
命
日
政
策
は
斯
る
衝
突
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
向
段
取
の
泊
量
は
一
般
的
に
は
決
定
し
符
な
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
、
ウ
イ
ル
プ
ラ
ν
ト
に
到
す
る
。
フ
ラ
ウ
シ
の
反
到
意
見
は
、
(
民
-
r
-
F
E
Z
-
叶
青
空
古
仏
O
H
m
E
P
Z
E
H
g
君
主
将
官
「
同
日
旬
。
口
三
ご
』
叩
S
v
m
-
お
)
賛
成
し
難
い
。
何
と
な
れ
日
是
は
凡
て
の
需
要
に
昔
懐
る
事
だ
か
ら
よ
ド
-
あ
る
。
従
て
故
大
量
の
社
合
的
生
丙
一
物
の
要
求
せ
ち
れ
る
の
は
、
市
川
加
的
に
充
足
せ
ら
れ
得
る
所
の
兵
休
的
需
要
に
比
し
て
上
り
重
要
な
る
非
具
体
的
需
要
の
充
足
が
、
必
要
た
る
努
問
時
間
の
伐
に
削
減
せ
ち
れ
な
い
限
り
に
於
て
刊
誌
あ
る
。
斯
く
の
如
き
最
犬
孟
原
則
の
治
則
に
討
す
る
制
以
は
、
資
際
上
著
し
く
主
要
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
此
制
限
は
殆
ん
ど
凡
て
の
国
民
経
凶
上
の
決
定
を
た
ず
に
伝
っ
て
注
目
せ
ら
る
べ
き
、
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
，
次
に
労
働
の
陸
郊
に
於
け
る
何
突
の
場
合
を
都
心
崇
し
上
号
。
共
生
一
庄
に
労
働
を
必
要
と
す
る
絞
な
、
具
体
的
な
要
の
充
足
千
段
が
佼
川
え
は
治
史
せ
ら
る
L
場
合
に
於
て
、
需
要
充
足
可
能
性
を
洲
定
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
斯
の
充
足
千
段
の
使
川
又
は
泊
費
に
川
は
っ
て
可
能
と
な
る
所
の
生
活
欣
態
の
従
化
と
、
必
要
と
せ
ら
る
L
必
仰
の
組
制
乃
至
ぷ
法
よ
り
生
や
る
所
の
生
日
航
態
ω変
化
と
を
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
共
充
足
が
、
生
応
せ
ら
る
L
財
ど
い
均
分
す
る
…
引
に
凶
っ
て
可
能
と
な
る
扶
在
需
要
の
外
に
、
そ
し
て
依
限
に
到
す
る
需
要
の
外
に
、
人
間
活
動
に
於
け
る
山
米
る
丈
大
な
る
「
快
迫
性
」
(
k
r
g
各
自
]
寄
付
。
一
と
に
釘
す
る
需
要
が
存
す
る
答
で
あ
る
。
此
快
迫
性
に
討
す
る
需
要
は
、
具
体
的
た
財
の
応
分
に
図
っ
て
充
足
せ
ら
る
L
も
の
で
は
な
く
、
日
一
切
倒
す
る
者
自
身
の
叉
け
る
所
の
自
己
活
動
の
作
川
に
悶
っ
て
充
足
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
て
吾
等
の
川
一
詰
に
従
へ
ば
パ
斯
る
需
要
は
非
具
体
的
需
要
で
あ
る
。
最
大
笠
原
則
の
泊
旧
範
凶
を
判
定
す
る
に
岱
っ
て
、
斯
位
の
非
共
休
的
需
要
の
主
要
性
は
仰
心
院
に
在
る
か
と
一
五
ふ
に
、
具
体
的
需
要
の
充
足
の
増
加
リ
へ
は
高
級
化
の
伐
に
努
力
す
る
に
日
り
、
特
定
の
不
快
が
生
起
す
る
と
云
ふ
主
資
の
中
に
存
す
る
と
云
ふ
主
が
出
来
る
。
期
る
不
快
に
封
し
て
は
、
賃
金
の
引
上
又
は
経
済
政
策
的
指
導
に
凶
っ
て
封
抗
し
得
る
。
凡
て
の
場
合
に
於
て
、
斯
の
胞
の
非
共
休
的
一
需
要
は
考
応
に
J
入
れ
ら
る
べ
き
も
の
で
・
あ
っ
て
、
北
ハ
れ
は
具
体
的
需
要
に
比
し
て
主
要
で
あ
る
と
か
、
或
は
市
一
一
安
で
な
い
と
か
.
前
以
て
云
ひ
得
る
も
の
で
は
な
い
。
従
て
故
大
笠
原
則
の
泊
川
経
済
政
策
の
究
極
原
則
経
営
と
経
済
は
、
大
な
る
制
限
を
え
け
る
Q
そ
し
て
斯
る
労
働
の
前
知
乃
至
ト
ゲ
訟
上
の
一
何
突
が
、
労
働
時
間
上
の
何
突
と
同
校
に
、
偶
然
性
を
有
す
る
事
少
け
れ
ば
少
き
程
、
円
以
大
H
一
旦
原
則
の
油
川
の
交
け
る
制
限
は
大
で
あ
る
。
凡
て
の
労
働
は
時
間
的
要
白
川
と
結
合
す
る
と
共
に
、
何
等
か
の
程
度
の
積
極
的
又
は
消
極
的
な
る
快
迫
性
へ
の
需
要
。
充
足
と
結
合
し
て
公
り
、
従
て
故
大
笠
原
則
を
四
論
的
に
取
扱
は
ん
と
す
る
場
合
、
「
他
の
事
情
同
一
な
る
限
り
」
と
一
五
ふ
が
如
き
簡
単
な
依
件
を
以
て
し
て
は
、
む
ち
に
非
共
休
的
需
要
を
片
付
け
て
了
う
訴
に
は
行
か
な
い
の
で
あ
る
。
(
註
)
・
註
、
「
快
泊
」
ハ
〉
5
0
V
E三
許
市
町
円
)
な
る
用
語
は
、
内
町
一
什
た
泊
蛍
に
一
五
ひ
現
は
す
も
の
で
は
な
い
け
れ
共
、
他
に
泊
蛍
の
表
現
在
見
出
し
得
な
い
自
に
之
た
用
ひ
た
る
に
止
ま
る
。
思
に
創
浩
の
愉
悦
に
止
ま
ら
ず
、
第
倒
其
も
の
へ
の
需
要
、
従
て
失
業
の
陵
除
た
な
さ
ん
と
す
る
同
家
意
思
と
云
ふ
段
な
純
政
治
政
策
的
方
回
も
亦
、
包
含
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
人
間
は
単
に
手
段
と
し
て
考
察
せ
ら
る
べ
ぎ
も
の
で
は
な
く
、
同
時
に
目
的
と
し
て
考
探
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
近
代
資
本
主
・
誌
は
、
純
撚
た
る
む
利
心
の
み
た
基
礎
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
純
然
た
る
創
詰
欲
た
も
亦
北
(
基
礎
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
院
に
近
代
資
本
主
誕
の
昨
に
宗
教
的
芯
去
た
見
出
さ
ん
と
す
る
見
解
も
生
ず
る
の
で
あ
る
。
此
貼
に
就
て
は
金
子
武
蹴
氏
若
「
西
洋
総
帥
史
の
問
題
」
一
O
一
一
只
以
下
参
照
。
.
縦
約
均
一
e
に
於
τ労
仙
の
芸
が
を
注
目
す
る
一
品
、
特
に
似
似
沿
や
川
以
持
論
の
中
に
於
τ此
示
日
び
を
採
り
入
れ
て
矛
盾
な
く
併
川
ず
る
事
は
、
従
前
上
り
困
難
と
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
労
働
の
mm
刻
。
多
依
性
と
、
労
働
に
討
す
る
各
仙
人
の
判
断
の
主
具
に
注
目
す
る
時
は
、
労
働
の
苦
紛
の
大
さ
よ
り
し
て
、
的
絡
の
一
口
同
さ
を
一
般
的
に
仰
川
す
る
当
は
不
可
能
で
あ
る
。
勿
論
労
働
は
一
般
的
に
は
苦
痛
で
あ
る
が
、
他
方
、
特
に
高
紋
な
る
労
倒
は
、
大
な
る
十
品
目
び
を
作
ふ
事
が
あ
り
、
場
合
に
伏
つ
て
は
、
経
消
ほ
一
向
に
合
川
崎
的
に
詑
切
し
件
な
い
所
の
、
保
健
上
危
倶
あ
る
過
労
に
起
草
く
主
す
ら
あ
る
の
で
あ
る
。
H
A
A
は
特
に
狗
倒
的
(
椛
成
的
)
給
付
に
古
川
政
る
主
で
あ
る
。
非
共
体
的
需
要
と
云
ふ
上
部
概
念
は
、
斯
る
困
難
の
克
服
に
も
、
役
立
つ
で
あ
ら
う
。
最
大
笠
原
則
を
一
週
則
せ
ん
と
す
る
に
岱
り
、
四
九
州
的
に
-
市
一
史
性
を
有
す
る
所
の
も
う
一
つ
の
呉
論
が
あ
る
。
涜
し
「
出
米
る
丈
良
き
需
要
充
足
」
の
原
則
が
主
版
せ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
時
は
、
如
何
に
し
て
需
要
。
序
列
が
決
定
せ
ら
る
L
か
ど
詑
明
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
や
、
従
て
如
何
な
る
原
則
に
従
て
、
需
要
充
足
千
段
は
杭
合
的
生
日
山
物
の
大
さ
の
内
に
一
記
入
る
か
ど
、
決
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
阜
市
叫
と
し
て
有
力
な
る
比
例
に
依
れ
ば
、
枇
合
的
生
出
物
を
ば
、
市
川
切
ば
絡
に
方
向
付
け
ら
れ
た
る
も
の
と
初
出
し
、
従
て
市
場
に
現
は
る
L
仰
人
の
判
断
を
ば
、
国
民
紅
済
的
給
付
の
全
体
に
取
っ
て
一
保
準
的
な
る
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
吾
川
寸
は
斯
る
比
例
を
以
て
也
ち
に
例
人
主
義
的
な
侃
傾
性
を
有
す
る
も
の
と
の
非
難
を
下
す
事
は
出
来
な
い
。
何
と
な
れ
ば
同
家
が
北
八
段
闘
を
通
じ
て
同
時
に
市
場
に
現
は
る
L
事
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
市
場
の
欣
況
に
迫
合
す
る
判
断
は
、
国
民
れ
済
に
取
っ
て
正
し
い
判
断
で
あ
る
と
も
一
五
ひ
仰
げ
な
い
。
ハ
詰
1
)
社
人
目
的
生
花
物
は
、、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
に
依
っ
て
、
数
字
的
に
は
増
加
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
而
か
も
此
増
加
は
よ
り
兵
き
需
要
充
足
を
保
障
し
な
い
と
の
考
広
は
、
此
し
院
に
は
除
外
し
得
る
。
何
と
な
れ
ば
分
主
と
し
て
の
枇
人
目
的
生
産
物
は
、
数
字
北
ハ
も
の
に
凶
つ
τ興
え
ら
る
L
も
の
で
は
な
く
し
て
、
問
念
せ
ら
れ
た
る
似
仙
主
(
貨
幣
単
位
)
の
倍
数
に
凶
っ
て
典
え
ら
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
Q
乍
然
仙
人
的
な
欲
笠
に
合
致
し
、
従
て
悦
格
を
有
し
、
十
一
口
只
の
行
は
る
L
商
品
が
、
杭
合
的
生
応
物
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
時
は
、
此
限
り
に
於
て
、
市
場
の
紙
況
と
は
呉
な
る
同
氏
終
消
的
刈
陥
の
存
す
る
一
引
が
考
え
ら
れ
る
。
市
川
切
に
於
て
古
川
え
せ
ら
れ
て
、
然
か
も
社
人
目
的
生
産
物
ιし
て
は
認
め
ら
れ
な
い
商
品
と
は
、
例
へ
ば
泥
棒
川
口
川
の
如
〈
、
市
場
よ
り
の
臨
枕
が
、
社
合
的
に
は
希
笠
せ
ら
る
L
け
れ
共
、
技
術
的
に
は
不
可
能
な
る
商
品
を
指
す
の
で
あ
る
。
従
て
何
等
か
四
恕
的
な
る
方
法
に
依
っ
て
図
氏
幅
枇
の
限
準
を
見
出
し
、
此
椋
準
に
従
て
、
社
合
的
生
産
物
の
大
さ
の
決
定
の
行
は
る
L
場
合
に
於
て
の
み
、
最
大
量
以
則
は
図
民
経
済
的
に
主
要
な
窓
誌
を
有
す
る
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
図
民
一
耐
枇
の
測
定
は
、
仰
人
が
財
を
虎
迎
し
得
る
大
さ
、
従
て
財
の
配
分
欣
態
に
岱
然
関
係
が
あ
り
、
従
て
一
円
ん
の
市
場
低
絡
を
有
す
る
所
の
商
品
の
同
氏
経
消
的
主
要
性
に
於
け
る
一
刊
似
は
、
北
ハ
向
品
が
公
求
の
使
用
し
得
る
も
の
と
な
る
か
、
仙
人
の
所
有
に
師
す
る
か
、
或
は
{
口
出
有
の
も
の
と
な
る
か
、
貧
者
の
も
の
と
な
る
か
、
に
従
て
絞
々
と
な
る
の
で
あ
る
0
(
詰
2
)
詰
仁
欲
求
せ
ら
る
h
物
が
必
ず
し
も
一
般
的
に
欲
求
す
る
に
位
す
る
物
で
な
い
草
は
、
久
し
ぎ
以
前
よ
り
注
目
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
ゼ
イ
ム
ス
・
ミ
ル
は
明
白
に
函
市
郊
の
泊
費
の
及
ぼ
す
影
響
l
l生
産
の
及
ぼ
す
旬
以
容
に
比
し
て
ー
ー
た
是
-
認
し
て
ゐ
る
。
(
γ
5
0由
民
E
h
z
s
S
2
0
2
S
E
t
s
-
目
8
8
8〕ご
5
N
A
u
p
s
ω
・
渡
一
逸
郎
雄
氏
詳
二
‘
一
七
一
良
)
ワ
グ
ネ
ル
に
於
て
は
共
同
記
阿
武
(
白
白
50山口
σ
&
E
F
Z
3
の
個
人
心
理
的
総
想
た
ば
、
人
間
の
一
純
白
的
本
質
又
は
人
一
訟
の
共
同
主
活
よ
り
比
一
ず
る
も
の
と
し
て
ゐ
る
。
(
k
r
白
・
乏
兵
POHt巴
-maBOFPOC
門広三
P
O
C
H
E
R
P
O
〈
o-EJユ
ユ
百
円
出
向
Z
E
E
-
回
同
国
言
4
m
ロ・。
2
ロハ
HZmhg目・
5
3・
m-NωN)
ザ
ツ
ク
ス
も
同
誌
で
あ
る
。
(
ロ
-
r
k
u
の
2
ロハ回一冊目
g
m
仏
OHFaOHOP-田口
7
0
口
正
E
Z
三
H
Z
n
z
p
同∞
♂
ぉ
・
芯
】
同
町
・
)
先
は
製
す
る
に
共
同
誌
研
究
た
以
JL
個
人
が
は
臼
の
い
い
成
員
と
し
て
右
す
ら
詰
裂
で
あ
る
と
な
し
、
個
人
が
個
人
と
し
て
有
す
る
需
要
で
あ
る
所
の
個
人
民
裂
に
到
立
せ
し
め
ん
と
す
る
見
仰
と
見
る
引
が
出
来
る
。
乍
然
期
る
-
印
刷
嬰
凶
分
の
方
法
は
、
個
人
の
認
識
に
社
合
意
識
と
個
人
意
識
の
分
立
た
許
容
す
る
事
と
な
り
、
人
絡
不
可
分
の
m
叫
ん
己
に
矛
陪
す
る
。
(
土
方
成
美
氏
、
財
政
単
の
諒
一
段
概
念
、
一
四
入
頁
)
。
向
ワ
グ
ネ
ル
の
所
論
に
潤
す
る
批
訴
と
し
て
、
目
・
く
・
出
onkoH伊丹{戸、
H
~
o
H
E
g
B
O
向。
2
2
3
2
R
P
g
H目
。
ハ
司
内
田
高
島
o
呂
町
。
。
。
伝
子
mLnrg目、日・ピ円四
J
S
M
∞y
m
L・
ロ
ロ
・
が
経
済
政
挺
の
究
極
限
則
経
営
と
怨
湾
四
あ
る
。
詰
乙
社
曾
政
策
目
的
在
有
す
る
所
の
租
抵
の
賊
認
に
因
っ
て
、
宮
者
階
綾
上
り
賛
者
間
綾
に
主
食
の
分
配
が
移
動
す
る
と
す
れ
ば
、
社
合
的
生
産
物
が
国
民
鐙
済
的
な
需
要
段
階
に
従
て
組
立
て
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
限
り
、
そ
し
て
陀
需
要
段
階
に
於
て
荷
台
な
る
-
評
債
が
行
は
る
‘
限
り
、
矧
る
場
合
は
社
合
的
生
産
物
の
増
加
か
意
味
す
る
。
「
閥
貝
分
間
分
」
(
g
z
g
E
色
町
三
宏
之
)
と
「
向
性
漕
柄
限
生
」
(
2
0
5
E
O
J
Jえ
F
3
)
と
の
畑
，
玄
関
係
は
、
ピ
グ
ー
が
明
か
に
し
て
ゐ
る
。
(
〉
・
。
・
2
m
0
5
4
F
O
同門
O
ロ。宮山内聞の『
J
4
0
}
『位同町
¥
3
M
P
円
・
ぉ
子
中
山
伊
知
郎
賢
君
、
間
生
mM
府
間
三
一
六
頁
以
下
、
山
田
雄
三
氏
者
、
ピ
グ
1
厚
生
経
湾
問
一
号
七
五
頁
以
下
〉
尤
も
貧
者
間
級
に
於
け
る
主
食
め
消
費
は
、
社
合
的
見
地
よ
り
し
て
緊
要
な
る
需
要
に
相
臆
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
は
常
に
必
ず
L
も
容
認
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
悶
民
経
済
的
な
需
要
段
階
に
在
つ
て
は
、
宵
者
mm
級
の
附
加
的
所
得
は
、
推
活
力
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
従
て
上
り
緊
要
な
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
此
部
に
関
す
る
程
茂
治
上
の
論
争
に
就
て
は
ミ
ル
ダ
1
ル
の
所
論
た
参
照
せ
ら
れ
よ
0
.
3
q
E目
f
r
p
。
・
-
m
-
N
S
R
山
田
氏
認
前
掲
書
三
二
五
頁
以
下
)
。
社
合
的
生
産
物
と
一
五
ふ
概
念
は
、
憶
か
に
完
全
に
悉
意
的
た
判
断
に
任
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
な
べ
て
財
の
評
伎
は
)
人
間
の
専
問
を
兎
か
れ
得
る
も
の
で
は
な
く
、
ブ
ラ
ウ
ン
の
云
ふ
が
如
く
、
「
仰
人
と
何
人
と
の
感
完
の
犬
さ
の
比
較
を
た
ず
可
能
性
は
存
し
な
い
」
(
回
g
c
p
?
P
・
O-w
∞
・
主
l
む
)
大
さ
の
決
定
に
濁
し
て
専
問
の
存
す
る
の
事
置
は
、
社
合
的
生
産
物
の
最
大
量
に
閲
す
る
主
民
を
波
浪
し
、
市
場
佼
格
を
基
礎
と
す
る
弦
遇
の
泣
合
的
生
産
物
概
念
の
修
正
を
要
請
す
る
o
震
に
最
大
笠
原
則
は
、
共
計
算
の
作
法
礎
た
る
べ
き
商
品
評
債
犬
系
が
趨
用
せ
ら
れ
得
る
限
り
に
於
て
の
み
、
適
用
せ
ら
れ
得
る
。
此
一
告
は
非
具
体
的
需
要
。
評
促
に
も
、
岱
然
関
係
す
る
。
仙
人
士
一
義
的
経
済
秩
序
の
中
に
於
て
は
、
例
人
は
北
ハ
需
要
段
階
に
従
て
需
要
を
充
足
し
、
間
万
倒
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
給
付
の
賀
行
と
一
五
ふ
図
民
経
済
的
任
務
は
、
成
節
団
に
仰
人
に
委
ね
ら
れ
て
ゐ
る
。
併
し
需
要
段
階
に
到
し
て
見
解
の
相
廷
の
存
す
れ
ば
と
そ
、
図
民
全
体
の
立
場
よ
り
し
て
、
経
済
政
策
・
財
政
々
策
・
社
合
政
策
等
に
図
っ
て
、
修
正
を
行
ふ
一
引
が
要
局
せ
ら
れ
る
訟
で
あ
る
。
例
へ
ば
決
議
保
訟
の
勾
の
関
税
政
策
が
、
州
民
民
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
を
防
止
し
、
移
民
を
抑
制
し
、
そ
し
て
呉
氏
階
級
を
し
て
枇
合
的
な
文
化
要
凶
た
ら
し
め
ん
と
す
る
目
的
を
有
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
此
限
り
に
於
て
多
く
の
私
経
消
的
需
要
段
階
が
図
民
経
済
的
需
要
段
階
よ
り
背
離
し
て
ゐ
る
一
品
と
な
る
。
此
吟
合
食
糧
生
産
者
の
利
益
の
筑
に
、
食
忠
治
刊
行
(
点
。
よ
り
所
得
ω}'叫
が
取
去
ら
れ
る
持
で
あ
る
が
、
北
ハ
れ
は
図
家
と
一
五
ふ
共
同
社
合
の
見
地
上
り
し
て
、
農
民
の
消
費
増
加
が
消
費
者
の
治
究
よ
り
も
希
は
し
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
図
家
的
見
地
よ
o
行
は
れ
た
る
、
需
要
の
斯
る
序
列
に
迎
合
し
た
る
生
応
態
依
は
、
資
に
「
経
済
的
に
」
正
し
い
も
の
で
あ
っ
τ、
共
れ
は
「
生
" .・
産
性
の
犠
牲
」
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
若
し
.
需
要
が
図
民
経
済
的
需
要
段
階
の
標
準
に
従
て
、
回
収
過
度
の
大
さ
を
以
て
充
足
せ
ら
れ
る
絞
に
国
民
の
生
産
力
が
起
則
せ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
に
於
て
、
長
越
度
の
生
産
性
は
建
せ
ら
る
L
も
の
だ
か
ら
色
あ
る
o
関
税
に
凶
る
保
護
と
奨
励
が
却
っ
て
農
民
を
怠
惰
な
ら
し
め
、
或
は
関
税
の
負
拾
が
余
り
に
大
と
な
っ
て
共
他
の
経
済
活
動
が
障
害
を
受
け
る
に
至
る
場
合
に
於
て
の
み
、
生
産
性
は
害
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
仰
人
の
需
要
段
階
を
基
礎
と
す
る
生
産
性
概
念
も
、
同
時
に
可
能
で
あ
る
が
、
此
ぃ
院
に
述
べ
た
る
生
産
性
概
念
に
比
し
て
、
よ
り
合
理
的
で
あ
る
と
は
云
へ
な
い
。
前
惑
の
意
義
に
於
け
る
農
業
政
策
は
、
常
に
必
司
ず
し
も
「
非
経
済
的
」
侵
入
と
な
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
純
然
た
る
経
済
的
活
動
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
若
し
以
上
の
如
く
、
社
合
的
生
産
物
な
る
概
念
を
内
容
的
に
不
確
買
な
る
図
民
経
済
的
な
偵
似
観
念
に
関
聯
せ
し
め
る
時
は
、
最
大
量
原
則
を
狭
少
な
る
桂
拾
よ
り
解
放
す
る
の
利
益
が
あ
る
け
れ
共
、
共
代
り
、
債
格
の
大
さ
を
利
用
し
符
な
い
依
貼
が
存
し
、
従
て
賢
際
上
の
利
川
可
能
性
は
小
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
c
(
未
完
)
程
密
政
策
の
究
極
原
則
五
